
いる。都市の大きな問題に騒音があるが，騒音は何も自動車・・飛行機・電車ばかりでないことを毎

日痛感している。

以上承轡大気戦域熱騒音という鯉的な「士幌陸圏をあげたが・風膳もかな掟

うむ権煽りがこわれていて・すき間力書あい働・雨がよぐとびこんできたからで妬

解解か鯉うに「工夫」してくれたため・雨は入ら左いが・その代曙ぐても開けられない・

・外野し賢るりの窓のうち・1つは前から開かず・弛の1つは開けたら中に閉められないので

開け重い。．残ψの1つはさびついているが何とか開けられるのでそれをやっと開け閉めしている次

第である。とれらは天災ではなぐ入門である。（お茶大のいい点は省略します。）

　　　　　チ　リ　ン　ピ　ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貝　山　久　子

　寮の問題がかまびすしい折から，私が若い臼の2年余をすごした東京女子高等師範学校寄宿舎に

ついて一f少し述べてみたいと思う。東洋一と称ぜられていたその寄宿舎生活の経験を持つ入も，こ

の界隈にはあまり多くはないであろう。現在山の上とよばれているヘルスセンター・学生会館。音

楽練；習室・食：堂・学内寮のしめる場所に，第一寄宿舎，蘭・竹。梅・菊の四棟ξ）寮があり・現在の

中学の激地に新寮とよばれるこ＝棟の第二寄宿舎があった。

　〃チリンピン“は入寮して真先に教えられた言葉であ珍，また当時の寮生活を最も端的にあらわ

す言葉である。寮では，起床・就寝・門陽食事，黙幸すべての行動はベルによって一糸みだれず

開始されなければならない。”朝起床のベルが鳴り出したらすぐピンと起きるのですよ。準準終っ

てからでは遅すぎます“これがチリンピンの由来で，全寮制度であったから、寮生活はいうまでもな

く教育の一環として行われていたのであり，知育は学校で，徳育は寄宿舎で，という考えが一般的

であっ允ように思う。私共の頃はさすがに地理学巡検に舎監が同行されるようなことはなかったが，

舎監の権限もおそろしさも亦絶大で，雑巾のかけ方が廊下の板目に平行でなかったり，コートを羽

織って歩いてたりしても忽ち誇叱言を頂載した。これらはすべて，女高師の生徒は全国から選ばれ

て入って来たエリー・トであり，卒業後は社会の指導的立場に立つべき運命を担っているという考え

に由来していたgであろう。ところで問題のチリンであるが，起床は桝年を通じて5時半，始業は

8時40分，門限は5時，就寝は9時であっだ。冬の5時半はまだ暗く，中々辛かったように思う。

また7時限まで講義をうけて・神保町に古本をあさりに出かけ・うかうかレていると正門前で市電

を降りるのが門限5分前などということになる。5分で寮まで辿りつき，名札を返し，外出薄に記

入して部屋の入口に整列しなやと・門限遅刻と寮の日記に記入されてしまう・エイとばかりにハイ
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ヒールを脱ぎすてて，絹のスト1ッキングのまま一目散に走ったこともあった。就寝の9時は幼児並

だが，9時になるとベルと共に電源がきられて廊下と鉛手洗以外は真暗になってしまう・勉強が間

に会わない時は一度床にもぐってダ慶住わり〃と称する巡視の足音が遠のいてから・本やノートを

かかえて・こっそり廊下の灯の下に出かける。ローづンなるスランその由来嫉ここにあるのか・又

はこ．っそりローソクをともじて本をひろげたところにあるのか，今もって定かではない。これらの

チリン、の他に，洋服は黒が紺，茶に限ること，夏でもストッキングと長袖ブラウス着用のこと，パ

ーマ迩けるべからず，お下げ髪，断髪御法度（つまり束髪でないといけない）eレ。，きびしく細か

なきまりが沢山あった。勿論当時の生徒と錐もこれらをすべて肯定していたわけではない。にもか

かわらず遵守していたのは規則は守るべきものという考えのほかに；強固なエリート意識とプライ

ドが，規則をみだすことを許さなかったのである。しかし寮生活はきびしいばかりではなく・上級

生はまことによく下級生の面倒をみたし，寮の設備は完備していたし，娯楽室には鉛びただしいレ

コードの蒐：集もあった。新しい入寮者を迎えた夜は，消灯畿にシーツをかぶった歓迎オバケが出没

したし，土曜の夜はクラスの仲艮しがお菓子やトランプをもちよって⇒消灯までの時間を興じ回り

，もした。今の入には格子なき牢獄のように思われるかもしれないが，寮生活は私に志って全く貴重

な体験であり，人格形成の上に影響するところ大であったよ’うに規う。この思い出多い寮も・昭和

20年5月26日未明，B29の襲来によって烏有妻（帰した。私共は持てるだけの荷物をグラウン

ド購出して，あかあかと燃えをかる炎の色潤ていた・畔にわたって贈れて来た搬と秩序

は崩壊した。終戦は更に2ケ月余の後であったが，女高師に学ぶ私達にとって，実質的な終戦はこ

の日であったのである。

♂
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